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王明著作目録初稿 (II)

田中 仁

本稿では、 「王明著作目録（初稿）（1935-1938)」 （大阪外国語大学アジア研

究会『アジア学論叢J、創刊号、 1991年所収）に引き続き、王明（陳紹馬、 190 

4-1974)の著作の整理作業を行う。今回は、 l)1925年から1935年に発表され

た著作と、 2) 「王明詩歌選集j （進歩出版社、モスクワ、 1979年）に収録され

ている詩歌類をまとめることとする。

I 王明著作目録初稿 (1925-1935)

1931年2月に発行された王明の『ふたつの路線』は、中国共産党（以下、中共）

において「十余年にわたってなお引き続き人々から“正しい” ‘‘綱領的役割”を

果たすものとして認められ続けてきた。」 1)この点から、彼は1930年代の中共に

おける毛沢東の最大のライバルであったとすることができるが、従来、彼は1931

年 1月の中共六届四中全会から1935年 1月の遵義会議にいたる四年間、中共にお

いて指導的立場にあり、この時期、 「政治路線・軍事路線・組織路線」上の極め

て重大な「極左的誤り」を犯したとされ、この誤りは、遵義会議以降、毛沢東に

代表される“正しい路線”により克服されていったと理解されてきた。中共党史

における路線闘争史観は部小平によって否定されたが、 2)中共十一届六中全会で

採択された「建国いらいの党の若干の歴史的問題についての決議」 (1981年6月

27日）で、 1)王明の左翼冒険主義の指導によって第五次反“囲剰”戦争に敗北

したため中央ソ区を放棄せざるをえなくなり、革命根拠地と白色地区の革命勢力

にきわめて大きな損害を与えた； 2)遵義会議において紅軍と党中央における毛

沢東同志の指導的地位を確立したことにより、紅軍と党中央はきわめて危険な状

態から抜け出すとともに、中国革命の新局面を切りひらいたとしているよう
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に、 3)彼の政治的役割に対する評価に基本的変化は見られない。

しかしながら、その一方で、 1935年の「八ー宣言」以降の中共の抗日民族統一

戦線政策への転換において王明が果たした一定の積極的役割を認める見解が提出

されるとともに、 4)この政策転換を準備したとされる 1)対日作戦協定締結のた

めの「三条件」の提示 (1933年1月17日） ；2)東北地区における反日統一戦線政

策の実行を指示した「ー・ニ六指示書簡」 (1933年 1月26日） ；3)中国人民武装

自衛委員会準備会の「中国人民の対日作戦のための具体的綱領」 (1934年4月20

日）が、いずれも王明（あるいは中共駐コミンテルン代表団）に由来することが

明らかにされてきた。 1)彼に対する否定的評価と1935年の政策転換に関する先駆

的役割とがいかなる関係を有するのかという問題は、今後検討すべき重要な研究

課題である。 6)彼が政治運動に足を踏み入れた1925年から1935年にいたる著作を

整理することは、そうした研究課題に取り組むうえでの基礎作業となるであろう。

ここで、 1904年に生まれてから1935年にいたる彼の略歴について、周国全・郭

徳宏と曹仲彬・戴茂林の「王明年譜簡編」”をもとにして整理しておきたい。

1904年5月23日、安徽省六安県（現在の金寒県）に生まれる。

1920年夏、六安県にある安徽省立第三甲種農業学校に入学。

1924年夏、国立武昌商科大学に入学。

9月、麿馬生らと豫院青年学会を組織し事務部主任となる。

冬、武昌商科大学安徽同学会に加入し会刊『院光』の編輯委員となる。

1925年、武漢における五州支援運動において大衆的反帝運動に参加。武昌学生

聯合会委員・湖北青年団体聯合会執行委員となる。

9月、中国共産主義青年団に加入、翌月中共に入党。また、この年、中国国

民党に入党し湖北省党部宜伝幹事となる。

10月28日、モスクワ中山大学8)に留学（ロシア語通訳の短期養成コースに所

属）。このころ副校長ミフとの面識を得る。

1926年9月初め、中山大学学生公社主席となる。

1927年 1月、ミフの通訳としてソ連共産党宣伝家代表団に随行して帰国。

4-5月、ミフの通訳として中共五全大会に参加。大会後、中共中央宣伝部

秘書［長］となり、 「需導J編輯委員を兼務。
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“七ー五”政変前夜、ミフとともに中国を離れ、モスクワにもどる。

8月、校長となったミフに重用され、その影響下に、王明を中心とするセク

トを形成。

秋、中山大学を卒業。大学に留まり、翻訳工作に従事するとともに大学支部

局の宣伝幹事となる。

1928年初、 “江浙同郷会”事件。 9)

春、中山大学は中国労働者共産主義大学に改組され、同校の翻訳員兼ソ連共

産党史担当の教貝となる。

6-7月、秘書処翻訳科主任［ミフの通訳］ として中共六全大会に参加。

1929年3月、帰国。

4月、中共上海渥西区委で宣伝工作に従事。

5月、 ［紅旗』記者となる。

7月、湿東区委宣伝幹事となる。

10月、中央宣伝部『紅旗」編集委員［通訊員］となる。

1930年1月12日、租界警察によって逮捕・拘留される (2月18日釈放）。

3月16日、逮捕中の行動に対して党内警告処分を受け、全国総工会党団秘書

兼『労働」編輯委員に転任。

5月、上海イギリス租界電汽車罷工委員会委員・ 「罷工毎日快報］編輯委員

を兼務。

6月、中共中央宣伝部秘書に転任。

7月9日、中央工作人員政治討論会において、秦邦憲らと李立三が主宰した

中央政治局会議 (6月11日）の決議に反対を表明し、中宣部秘書の職務を解

かれる。 10日、中央に意見書を提出し、留党察看六ヶ月の処分を受ける。

7-8月、江蘇省委宣伝部幹事に転出。

11月13日と17日、コミンテルンの李立三批判を踏まえて秦邦憲とともに中央

に意見書を提出。

11月23日、孟慶樹と結婚。10)

11月、 『ふたつの路線」を執筆し公表。

12月16日、中央、来華したミフの要求により王明らに対する処分を撤回し、
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25日、彼を臨時江南［江蘇］省書記とする。

1931年1月7日、ミフのイニッシアテイプのもとに中共六届四中全会が開催さ

れ、中央委員・政治局委員となる。このあと、政治局常務委員となり中共の

実質的権力を掌握。

2月10日、 「ふたつの路線」を正式に出版。

6月、顧順章・向忠発らが相次いで逮捕されたため、上海郊外に潜伏。

10月18日（または 9月25日）、上海を離れてソ連に向かう。

11月7日、モスクワに到着し、中共駐コミンテルン代表団団長となる。11)

1932年8-9月、コミンテルン第十二回プレナムにおいて執行委員会委員とな

る。

1933年11月、第十三回プレナムにおいて幹部会員となる。

1935年7-8月、コミンテルン第七回大会において執行委員会委員・幹部会員・

書記局員候補となる。

上記の略年譜から、王明が中共の実質的権力を掌握するにあたって、パヴェル・

ミフ (IIa Be JI. A. MH IP、1901-1938)の役割が決定的であったことがわ

かる。ここで彼の略歴について簡単にまとめておく。12)

1917年5月、ロシア社会民主労働者党（ポ）に入党。

1920年末、 H.M. スヴェルドロフ記念共産主義大学に入学。

1921年、大学卒業後、スヴェルドロフカ研究員兼東方勤労者共産主義大学（クー

トヴェ）研究員となる（民族植民地問題の研究に従事）。

1925年末：クートヴェ副校長。のち中山大学（孫中山記念中国勤労者大学、クー

トカ）副校長となる。

1927年2-7月、ソ連共産党宣伝家代表団の団長として訪中。

8月、中山大学校長となる (1929年夏まで）。

1928年3月、コミンテルン東方部［事務処］の主任代理となる (1935年12月ま

で）。

1930年12月中旬、13来華。中共六届四中全会を開催し、王明らを中共の指導的

地位につける。

1935年末、コミンテルンの指導者デイミトロフの中国問題補佐となる。
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1936年5月、クートヴェ校長となる (12月まで）。

1937年 1月、民族植民地問題学術調査研究所の所長となる。

1938年、粛正される。

中山大学においてミフの影響下において形成され、中共六居四中全会以降の中

共の党組織を実質的に支配した王明グループは“二十八人［半］のボルシェビキ”

あるいは“留ソ派（ソ連留学生派）”と呼ばれてきた。この“二十八人半”の由

来は、中山大学の党総支委員会が管轄する下部組織を解散するか否かの表決にお

いて、 29人が王明らを支持したため（中間的意見の一人を含む）、これに反対す

るグループは、彼らを“二十八人半のボルシェビキ”と称したことにあるとされ

る。14〉1927年9月、中山大学卒業後、王明・張聞天・王稼祥・沈沢民らは大学に

残って教学・翻訳工作に従事し、大学支部局の工作に参加した。中山大学校長で

ありコミンテルン東方部の実質的責任者でもあるミフの直接的な支援とコミンテ

ルン・ソ連共産党の信任のもとで王明は支部局の指導権を掌握し、彼を中心とす

る教条的なセクトが形成されていった。15) 王明グループ(“二十八人［半］のボ

ルシェビキ”)は1931年1月の共六居四中全会のあと中共の指導権を確立したが、

この28人について、郭家倫『中共史論J．と「立三路線失敗後之共党分裂状況」

（『現代史料j、第2集、海天出版社、上海、 1934年）が共通して掲げているの

が、陳紹馬（陳紹玉） ・張聞天・泰邦憲・沈沢民・陳昌浩・王稼祥（王稼薔） ． 

楊尚昆．何子述.i王盛荻（i王盛帝） ・夏峨・李元烹・陳徴明・王雲程・孫際明

（孫済民） ・李竹声・沈観瀾（沈志遠） ．劉軍先（女） ・張琴秋（女） ・朱子純

（女） ．杜作祥（女） ・朱阿根・徐一新の22人である。あとの 6人について、郭

家倫は陳原道・殷鑑・王盛栄・盛忠亮・孟慶樹（女） ．哀家庸をあげ、 「立三路

線失敗後之共党分裂状況」は1尊継英（女） ．徐孝臣・唐国符・瘤頭・周賢光・胡

文玉をあげている。16) 王明は1931年10月に中国を離れているにもかかわらず、 19

35年 1月の遵義会議にいたるまで“王明の左翼冒険主義”の支配が継続したとさ

れる点については、 1)彼がモスクワにおいて中共駐コミンテルン代表団団長と

なり、コミンテルン東方部のエ作にも参加したこと； 2)当時の臨時中央とソ区

中央局がコミンテルンの指示を仰ぎ、一般的には彼の支配下にある代表団がコミ

ンテルンの名で指示を発したことにより説明される。17)
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最後に、彼のペンネーム・仮名について触れておきたい。この点について曹仲

彬・戴茂林『王明伝』は、次のように叙述している。18)

彼は本名を陳紹馬といい、 19) 字は露清、幼名は馬子である。少年時代、彼は陳

露清を用いていたが、故郷を離れて以降これを使用することはなくなった。中

山大学留学後、彼はロシア語で“克労白夫”を名乗り、帰国後は、紹馬・詔玉・

慕石・石・兆雨・玉・慕などを用いた。 “王明”は、 1931年、モスクワ到着後

に使用しはじめたものであり、この名前はコミンテルンにおける活動によって

広く人々に知られるようになり、しだいに本名の陳紹馬にとってかわるように

なった。また、 “馬馬維奇”は1960年代に彼がソ連で文章を発表する際に用い

た仮名である。

なお、付言すると、このほかに、泰山・風康・石紹萬・石紹予・紹玉・詔玉・

紹虞．詔書・紹予およびロシア語の仮名“波波維奇”がある。砂

【注】

l)中共中央六届七中全会「若干の歴史問題についての決議」 (1945年4月20日）、 日本

国際問題研究所中国部会編「中国共産党史資料集」 （以下、 『資科集」）、第12巻、

勁草書房、 1975年、 241頁。

2) 「那小平文選 (1975-1982年）」、人民出版社、 1983年、 271-272頁。

3)中共中央文献研究室編 r十一届三中全会以米重要文献選読」、上冊、人民出版社、 1%7
年、 296頁。

4)李良志（拙訳） 「抗日民族統一戦線樹立における王明の役割について」 （「大阪外国

語大学論集』、第2号、 1989年）の「解説」参照。

5) 1)については、中共中央党史研究室編 r中共党史大事年表』、人民出版社、 1987年、
92頁； 2) については中共中央党史研究室著「中国共産党歴史」、上巻、人民出版社、

1991年、 368頁を参照。また、曹仲彬・戴茂林『王明伝J （吉林文史出版社、 1991年）

所収の「王明著述目録索引」はこの三文件を収録している (469-470頁）。さらに、

李良志「抗日民族統一戦線樹立における王明の役割について」はこのことを前提とし

て論を展開している。

6)これは中共党史におけるソビエト革命の問題にほかならないが、この点については、
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姫田光義「中華民国史におけるソビエト革命ーその社会変動の歴史的意味」 （中央大

学経済研究所「歴史における文化と社会』、 1987年）が参考になる。

7)周国全・郭徳宏「王明年譜簡編」、中国社会科学院近代史研究所《近代史研究》編輯

部編「近代中国人物j、第3輯（「近代史研究」専刊）、 1986年、 471-485頁；曹仲

彬・戴茂林「王明伝」、 427-442頁。

8)モスクワ中山大学については、曹仲彬・戴茂林 r莫斯科中山大学輿王明』 （黒龍江人
民出版社、 1988年）参照。

9) “江浙同郷会”事件については、同前書の111-120頁を参照。

10)周国全・郭徳宏・李明三 r王明評伝j、安徽人民出版社、 1989年、 119頁。
11)王明のモスクワ到着後、中共中央は、康生・林仲丹．楊松（呉平）・張浩（林育英）．

周和森（高自立）．孔原・梁朴・欧陽生・趙毅敏らを次々と派遣し、王明を団長とする

中共駐コミンテルン代表団を構成した（曹仲彬・戴茂林「王明伝』、 240頁）。

12)子俊道組著「中国革命中的共産国際人物』、四川人民出版社、 1986年、 80-103頁；陳

玉堂綴 r中共党史人物別名録（字号、筆名、化名） ］、紅旗出版社、 1985年、 184-185
頁；ソ連科学アカデミー極東研究所編著（毛里和子•本庄比佐子訳） 「中国革命とソ

連の顧問たち』、日本国際問題研究所、 1977年、 135-155頁。

13)曹仲彬・戴茂林『王明伝」、 204頁。

14)鄭福林主絹『中共党史知識手冊」、北京出版社、 1987年、 316頁。

15)曹仲彬・戴茂林「莫斯科中山大学輿王明』 101-105頁。

16)郭家倫『中共史論』、第2冊、波文書局、 183頁； 「現代資料』 （中国現代史叢書之四）

第2集、波文書局、 1980年、 275-6頁（復刻本）。

17)周国全・郭徳宏「王明年譜簡編」、 479頁。

18)曹仲彬・戴茂林「王明伝」、 13-14頁。

19)周国全・郭徳宏・李明三［王明評伝」は、もとの名前は陳紹偶で、のちに陳紹馬と改

めたとしている (1頁）。

20)陳玉堂編著［中共党史人物別名録（字号、筆名、化名）』 8頁；周国全・郭徳宏・李

明三［王明評伝』、 1頁；子俊道編著「中国革命的共産国際人物』、 25頁。
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凡例

I) 「250429」は、 1925年4月29日のことである。日付は、執筆日が確定できるものはそ

れを採用し、そうでないものは、発行・出版日とした。

2)|；；］じテキストで版本によりタイトルが様なる場合は、そのタイトルを a• b ・ cで示

した。

3)単行本（パンフレットを含む）として刊行されたもの、あるいは単行本となったこと

のある資料については、タイトルの部分に下線を付した。

4)署名については、版本がひとつの場合はタイトルのあとに、複数の場合は版本のあと

に示した。なお欧文資料における署名は、管見のかぎりでは、すべて “Ba~M11H"

"Wan Min" "Wang Ming"であり、表記を省略した。

5) （英）・（徳）・（俄）とあるのは、それぞれ英語・ドイツ語・ロシア語の資料であるこ

とを示す。

6) 《選集》＠逗対）・《選輯》とあるのは、それぞれ「王明選集」 （本庄比佐子編、汲古

丼院）の第 2巻 (1971年） ・第 3巻 (1973年） •第 4 巻 (1974年）と「王明言論選輯」

（余子道・黄美哀編、人民出版社、 1982年）に収録されていることを示す。また、 《資

料集》③⑤＠灯）とあるのは、 「中国共産党史資料集」 （日本国際問題研究所中国部会

編、勁草習房）の第3巻 (1971年） •第 5 巻 (1972年） •第 6 巻 (1973年） •第 7 巻

(1973年）に、また、 《集成》③逗）とあるのは「資料集成中国共産党史」 （波多野乾一

編、時事通信社、 1961年）の第 3 巻•第 5 巻に日本語訳が収録されていることを示す。

7) 1-IZ) とあるのは「注」を示し、史料の出所を付記した。

8) + I) とあるのは「補注」を示し、補足説明を加えた。

-216-



2504291ー12)革新返劫中所得之経捨（除紺晶）

《商大周刊》第3巻第5期 (250510) (《造集》②）

2504291-•2) 三神不同的面目（招萬）

《商大周刊》第3巻第5期 (250510) (《迭集》②）

2504291-12)革新返劫后之最筒単希望（隊絹萬）

《商大周刊》第3巻第5期 (250510) (《迭集》②）

250501安徽的学生（除紹萬）

《綜光》第1巻第1期 (250501) l-l ◄) 

250501反対和免除貴族寺利的現代学校教育（除錯萬）

《暁光》第1巻第1期 (250501)I-IS) 

250501恋愛真滴（椋紺萬）

《暁光》第1巻第 1期 (250501) l-l&l 

2505271-131 

社会、社会学、社会科学、社会河題、社会主又底浅粋（除錯萬）

《社会科学研究》第 1集 (2512) (《造集》②）

2705261-26)中国革命前途与革命指早校祠題（紹萬）

《哨号》第198期 (270615) (《迭集》②、 《資料集》③）

2706011-25)英俄断抱国交何題（招萬）

《哨早》第197期 (270608) (《迭集》②）

280113旅莫支部的面面双6)

2805163-640'《武装暴劫》的序言

《布休塞堆克》第2巻第6期 (290401) （紹玉） （《迭揖》） ／《吋代

込井 乞木沿》 (290601) （沼玉） （《逸集》②、 《資料集》③）

2811172-921・1,「京暴功紀実（詔玉）

《「京公社》 (301225)、元戸附級廿店（《迭集》②）

290901沿撒翁同志対中京路何題的意見（紹玉）

《布永塞堆克》第2巻第10期 (290901) (《迭輯》）

291012英美朕合和平宣言与第二次世界大哉（器玉）

《紅旗》第48期 (291012) (《迭集》②）
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291015社沿：最近政局与擁炉赤朕（慕石）

《紅旗》第49期 (291017) (《逃集》②、 《迭揖》）

2 9 I I 0？准各着庖哉（慕石）

《紅旗》第51期 (291107) (《迭集》②）

291107太平洋会汲的内幕一寮狗会（慕石）

《紅旗》第5I期 (291107) (《迭集》②）

291110六万芳苦群炊的武装斗争（慕石）

《紅旗》第52期 (291110) (《迭集》②）

291113遊攻赤朕与瓜分中国（慕石）

《紅旗》第53期 (291113) (《迭集》②）

291113与一介エ人同志的淡活（慕石）

《紅旗》第53期 (291113) (《迭集》②）

《紅旗》第54期 (291116) (《迭集》②）

291116太平洋会汲的恙結（慕石）

《紅旗》第54期 (291116) (《造集》②）

291120第二次太平洋芳劫会汲的恙結（慕石）

《紅旗》第55期 (291120) (《造集》②）

291120反対派迂是反劫派？！ （慕石）

《紅旗》第55期 (291120) (《造集》②）

291123党的主要実伝政治危陰，究覚是什公？ （慕石）

《紅旗》第56期 (291123) (《造揖》）

291123両介策略与西介政培（慕石） 3-6 4 I) 

《紅旗》第56期 (291123)

2 91127沿除独秀（慕石）

《紅旗》第57期 (291127) (《迭集》②、 《造輯》）

291130以革命朕合回答反革命朕合（慕石）

《紅旗》第58期 (291130) (《迭集》②）

291130第三次暴功与“第四次暴魂” （慕石）

《紅旗》第58期 (291130) (《造集》②、 《迭揖》）
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291130渦和傾向与凋和派（慕石）

《紅旗》第58期 (291130) (《迭集》②）

291204桧囮我伯的工作（石） 3-642) 

《紅旗》第59期 (291204)

291204‘‘西北河題解決”后（慕石）

《紅旗》第59期 (291204) (《迭集》②）

291204吟が演群女反日捕俄大示威的意又（慕石）

《紅旗》第59期 (291204) (《迭集》②）

2912051京暴功二周年紀念（慕石）

《布休寒堆克》第2巻第II期 (291205) (《迭揖》）

291205社会主又建没的侍大工作ー赤朕的五年経済廿対的研究（慕石）

3 ← 6 4 2) 

《布休塞堆克》第2巻第11期 (291205)

291207扱可注意的西介衣民意沢祠題（慕石）

《紅旗》第60期 (291207) (《迭集》②、 《造輯》）

《紅旗》第67期 (300104) (《迭揖》）

291211“中俄和平交渉’'与避攻赤朕哉争（慕石）

《紅旗》第61期 (291211) (《造集》②）

20121 li州暴功与中国革命性殿何題（慕石）

《紅旗》第61期 (291211) (《迭集》②）

2 9 1 218‘‘中俄和平交渉”的班状与前途（慕石）

《紅旗》第62期 (291218) (《迭集》②）

291 218写洞哉争与取消派（慕石）

《紅旗》第62期 (291218) (《迭集》②）

291220‘‘没有一介好京西！” （慕石）

《紅旗》第63期 (291220) (《迭集》②）

291220唐山五耐エ友的斗争（慕石）

《紅旗》第63期 (291220) (《迭集》②）

291225カ那一神‘‘民主主又’'而哉？ （慕石）
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《紅旗》第64期 (291225) (《逸集》②）

291225炊迎朝鮮的“五州’' （慕石）

《紅旗》第64期 (291225) (《造集》②）

291228岡張等通屯后的政局（慕石）

《紅旗》第65期 (291228) (《造集》②）

300101一九二九年的中国（慕石） 3-642)

《紅旗》第66期 (300101)

300104“狗狸尾巴都露出来了’' （慕石） 3-642)

《紅旗》第67期 (300104)

310108反対西介戸重措涙的傾向（慕石）

《紅旗》第68期 (300108) (《迭集》②、 《迭揖》）

310111写岡故争的“成頷” （慕石）

《紅旗》第69期 (300111) (《迭集》②）

3001 I I 7'J甚公反対派要自称“列守主又布休塞堆克’’? （慕石）

《紅旗》第69期 (300111) (《造集》②）

300221姶中共中央的信（江振被捕和在狼中的情況） （除招画） Z一尋 6S l 

3002 給米夫的信 '-7I l 

300326再沿反富衣祠題ー富衣祠題的戸重（紹玉）

《紅旗》第87期 (300326) (《迭集》②、 《迭揖》）

300328給坦毀局的信一振告淡活経近（王凩t、語玉） I-7 6 l 

300410南京四三惨案的意又与教illl（兆雨） 3-6り l

《芳功》第28期 (3000410)

300410加紫准各“紅色的五ー”! （玉） 3-643)

《芳功》第28期 (300410)

300410‘‘四ーニ’'与蒋介石（石） 3-643)

《芳功》第28期 (300410)

300410汲口蛋「的同盟翌エ（慕） 3-643)

《芳魂》第28期 (300410)

300501要仮吃！要工作！要土地！ （石） 3-6 4 3 l 
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《芳功》第30期 (300501)

300501援助英日同盟芸工的兄弟釘（石） 3-い 3J 

《芳功》第30期 (300501)

300514上海水屯エ人的同盟器エ（兆雨） 3-643)

《芳功》第3I期 (300514)

300514‘‘赤俄”与‘‘白俄” （石） 3-6嶋3)

《芳魂》第3I期 (300514)

300515目繭写調故争与党的任各（語玉）

《布休塞雉克）第3巻第4、5期合刊 (300515) (《迭集》②、 《造揖》）

300517'-1甚公不組奴扉衣工会？一衣民意沢，尤其是富衣意訳作怪（詔玉）

《紅旗》第102期 (300517) (《速集》②、 《逸揖》）

《紅旗》第103期(300521) (《造集》②、 《迭揖》）

《紅旗》第104期 (300524) (《逃集》②、 《迭揖》）

300523上海水屯エ人同盟雲工駐利的意又与教v11（兆雨） 3-いい

《芳甜》第32期 (300523)

300523一介笑里戴刀的危険口号！ （兆雨） 3-いい

《芳甜》第32期 (300523)

300523匁祥准各五州工作？ （玉）

《芳劫》第32期 (300523) (《造輯》）

3005 23国転芳工局与国民党（石） 3-“4J 

《芳勃》第32期 (300523)

300527上海水屯エ人同盟雲工的駐利（紹玉）

《紅旗》第105期 (300527) (《迭集》②）

300607与印度安南兄弟釘共同行功起来！ （石） 3-644l 

《芳魂》第43期 (300607)

300621什公是“流涙”与“匪”? （蓄玉）

《紅旗》第112期 (300621) (《迭集》②）

300702“没牧地主附級的一切土地”，迂是“没牧一切土地” （稲玉）

《紅旗》第115期 (300702) (《迭集》②）
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300710致中共中央的信（就中国革命和形勢何題淡自己的不同看法） （除

招画） 2 -4 67) 

3007 致中共中央的信 2-I 7 0 l 

300924致六届三中全会的信（表示擁炉三中全会） （除紹萬） 2-467) 

3 0 1113給中央政治局的信（批坪六届三中全会） （隊招萬、秦邦完）

2 -4 6 7) 

301117拾中央政治局的倍（栃榜自己反対‘‘立三路銭’'，要求中央撤蛸赴

分） （除紹萬、秦邦完） 2-467)

3 0 1 1 2 -1 8 3) 

a西条路錢／ b西条哉錢：洒条路錢的斗争一擁炉国伝路技，反対立

二／c~ 中共更加布休塞堆克化而斗争＋ 2)

《西条路銭》、含召函著、 (310210)2-199)/ 《西条哉銭》、招画著、中

共中央出版部、元戸附級名局 (310715) (《迭集》③、 《資料集》⑤）

／《力中共更加布が塞堆克化的斗争》 （翻印中国通行版）、語玉著 (3

4) 4-QllHf) 

301214立三路錢与故后資本主又第三吋期

《突活》第3期 (301214) （語玉） 3-644)/ 《反対李立三主又》、国

家朕合出版部近京支部、伯力 (3I) （紹玉） （《迭集》③）

3 111 中国反帝返幼的新高潮 3-6 4 0 

《共戸国麻》 （俄）第32期 (3111)/《中国民族革命哉争iiiJ題》 （摘

呆） （3502) (《迭集》④、 《造揖》）

311215・美子中国的革命工会返功／ b中国革命危机和革命工会活功的任各

（赤色取エ国伝中央委員会第八次会汲） 3-644)

《国称エ人迄勃》 （俄）第36期／《赤色工会国伝》（俄）第1、2期／《国

保新岡通汎》 （英）第 11巻第66期 5-5/651)

311229共戸国保指示一美子反帝斗争iiiJ題＋3)

3201 I 0中国反帝返劫的新妖避 5-5/661)

《共戸国称》 （徳）第 13期第1巻

320219中国革命形勢与中共当前的任各（列守学校中国民族組大会） 6)
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320331°中国革命危机的加深和中国共戸党的任各／ b中匡li蔀的堡直立且登
与中共当前的主要任各3-64S)

《布休什堆克》 （俄） •第 5 、 6期合刊 C320331) /《中国目前的政治形

剪与中共当前的主要任各》、王明著、赤朕外国エ人出版社 (3206)←

J0367Y) (《迭集》③、 《造揖》）／摘呆： （中国民族革命哉争（iiJ題》

• (3502) (《造集》④）

320418給共戸国伝拭委会政治委員会的信一美子丘古洛夫笈言河題6)

320519給米夫的信6)

3 205 26第四次国民党屑剥全面失敗5-6/611)

《国伝新岡通訊》第12巻第23期 (320526) •-•21"" 

320617中国共戸党的一般組毀情況6)

32091-200 

中国革命返功的赤堆埃附段（共戸国伝扶委会第十二次全会）

《中国何題》 （俄）第11期 (33) 2- ◄ 70) ／摘呆： 《中国民族革命故争

何題》 (3502) (《逸集》④）

32 反対中共党内的李立三主又的斗争 l-6 ◄ 5)

《革命的京方》 （俄）第3、4期

32 赤堆埃中国是升展土地革命和民族革命絨争的根据地3-645)

《共戸国伝》 （俄）第23期

32 国民党組鋲中国反革命勢力的新策略3-64S)

《共戸国防》 （俄）第25、26期

32 J州公社五周年和中国環状3-645)

《共戸国保》 （俄）第35、36期／《共戸国伝》第4巻第1期 (330131)"

330111中年赤堆埃脇吋中央政府工衣紅写革命写事委員会力反対日本帝国

主又侵入年北恩在三条件下与全国各写臥共同抗日宣言（毛洋京、

朱徳） 2-469)

330126沿満洲的状況和我ffJ党的任各（拾満洲各級党部及全体党貝的信）

（中共註共戸国伝代表困） 2-46●)

33011-ZH) 

-223-



a京三省情形与日本対中国的新避攻／ b末北情形与反［抗］日統一哉

綬策略

《共戸国伝》第4巻第2期 (3302)/《共戸国保》 （俄）第4、5期／《中

国民族革命故争祠題》 b （摘呆） （3502) (《迭集》④） ／《除錯画

（王明）救国言沿迭集》• (3807) + ◄) 

3303 給亨利・巴比賽、芍曼．翠竺和巴黎反哉青年代表大会全体代表的

信3-6<5l 

《共戸国伝》 （俄）第8期

330602美子中京快路的争沿5-6/6 ◄ 8)

《国伝新岡通汎》 （英）第13巻第24期 (330602) ◄ -627" ヽ l

3306 五舟事交八周年及中国既状3-6 ◄ 5)

《共戸国斥》第4巻第6期 (3306) （王明） ／《中国民族革命故争河題》

（摘呆） （3502) (《迭集》④）

3307016)中国紅宰底大腔利（中国紅写的重大腔利）

《共戸国斥》 （俄）第 18期 3-6 ◄ 6)/ 《共戸国后》 （英）第10巻第13期

(330701) ◄ -70BKfl/ 《共戸国后》第 4巻第 8期 (330831) （王明） ← 

386KfJ (《造集》③）

33086)中国赤堆埃政杖底経薪政策

《共戸国斥》第4巻第9期 (330930) （王明） • 386~fl (《迭集》③）

／《共戸国保》 （俄）第 24期 3-6 ◄ 6) /《中国河題》 （俄）第12期かい

6) /《布休塞堆克》第1期、璃金 (3407)/《中国赤推埃政校底経済

政策》、王明著、赤朕外国エ人出版社~ー 9276Yl /《六大以来》 (4112) 

（王明）

330908拾波特尼茨基的信6l 

3309272-470)《赤堆埃中国》引言（王明）

赤朕外国エ人出版社、莫期科 (33) (《迭集》③）

331010拾《新共和》奈志蝙輯部的信6l 

3310271-230) 致中共中央政治局的信（王明、康生） 2- ◄ 70)+5)

3311306)末方芳劫者底重大捩失（王明、康生）
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《共戸国称》第4巻第II期 (331130) •-3s• い） （《迭集》③）

331130-12011-2 ◄ •> 

澤命、哉争和武装干渉与中国共戸党底任各／ b中国班状与中共任

丑／ C中国：故争的班状，干渉与革命（共戸国麻拭委第十三次全

会）

《共戸国麻》 （俄）第 36 期 3-6 ◄ 6)/ 《共戸国斥》 a 第 5 巻第 1 期 (3401

3 I) （王明） ◄ -386YJ (《造集》 ③、 《迭輯》、 《焚料集》⑥） ／ 

《中国祠題》 （俄）第 3期 3-6 ◄ 6) /《国伝新岡通汎》 （英） C第14巻第

1期 (340205) •-&Zt>lf) /《中国現状与中共任各》王明康生共著、赤

朕外国エ人出版社 (34)<-95BOYJ/《六大以来》 b (4112) （王明）

331228王明在莫斯科的淡活材料.)

33 中赤工衣朕盟万方 6)

34 中国革命不可哉駐（朕共（布）第十七次代表大会）

《周固世界》 （俄）第 3期 3-6 ◄ 6)

340221中国共戸党是中国反帝与土地革命中的唯一的領袖

《斗争》第64期、上海 (340221) l-& ◄ 6) /《斗争》第66期、璃金 (3

40630) （王明） （《迭集》③） ／《起来》 (341231) (《集成》⑤）

3402 第一次赤堆埃大会的改造返功和赤推埃的民主

《集成》③ 2- ◄ 71 J 

34 京方的第二介赤堆埃共和国

《青年共戸国保》 （俄）第 3期 3-6 ◄ 6)

340420拾中共中央政治局的信（王明、康生） I-2 2 6 J 

340425給中共中央政治局的信（王明、康生） 6)

340507美子刊物祠題的信6J 

340527美子共戸国称第六一七次代表大会期伺中共情況的損告6)

340706致井氾姓6)

340723給切休諾莫思科同志的信6)

340?2-265 J 

十三年来的中国共戸党ー中共布休塞堆主叉化的道路和列守主又在
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中国的腔利

《共戸国保》第5巻第11期 (341130) （王明） 4-38•い） （《迭集》③）

/《十三年来的中国共戸党》王明著、赤朕外国エ人出版社 (35)4-92 

8 6Y) 

340803給中央的信（王明、康生） I-2 5 5 l 

340909給国保符淮会扶委会斯塔索娃同志的信6)

340916姶中共中央政治局的信（王明、康生） I-2 3 I l 

341114給中共中央的信（中共註共戸国称代表困） I-2 3 2 l 

34112ぴ新条件与新策略＋ 6)/b赤堆埃中国的新情況与新策略／ C新形塾与

新策略

《国防新岡通汎》 （英） b第14巻第62期 (341208)4-627Mfl (《資料

集》⑦） ／《新条件与新策略》、王明著、赤朕 (35)4-!037!Y) (《造

集》③） ／市要： 《社朕盟損》 C （王明） （351230) <-ZS!O&> 

341130・六次哉争与紅宰策略／ b中国紅宰反蒋介石第六次屑剰的斗争

《布休什堆克》 （俄） b第22期 (341130) （王明） S-b/4)/《共戸国

保》 （俄）第32、33期／《共戸国斥》 （英）第12巻第1期 (350105) •-

708Mtl (《資料集》⑦） ／《共戸国防》 （徳）第16巻第1期 (350105)

／《新条件与新策略》＋ 6)•王明著、赤朕 (35) 4-10371Yl (《造集》

③、 《迭揖》）

341204代表中共代表困拾共戸国斥政治委貝会全体同志的信 6)

34 中国赤堆埃是特殊形式的工衣民主寺政（王明） 3-647)

《共戸国保》 （俄）第31期／《耳列主又函授教程》第11期

35 新条件与新策略＋6)

《新条件与新策略》、王明著、赤朕 (35)←10371Yl (《迭集》③）

3501 吋坪：福建事交一周年6)

《中国振》第8、9期合刊

3502 中国民族革命故争祠題＋？）

王明著、赤朕外国エ人出版社、莫浙科 (35)4-10380Y) (《迭集》④）

350603給中共吉奈特委負賣同志的秘密信（王明、康生） I-2 41 l 
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（《満洲共戸匪之研究》 （日）、 《沼料集》⑦）

350719給岸西守同志的信 6l 

35 《第二届赤推埃代表大会》序言（王明） 3-6 <7 l 

《第二届赤堆埃代表大会》、赤朕 (35)

［注］

1)周国全・郭徳宏・李明三「王明評伝』。あとの数字は頁数。

2)曹仲彬・戴茂林「王明伝」。あとの数字は頁数。

3) 「王明文章・講和目録」、余子道・黄美真編『王明言論選輯』 （人民出版社、 1982年）

所収。あとの数字は頁数。

4)東洋文庫所蔵。あとの数字は資料番号 (Mfはマイクロ資料、 Yは影印資料）。

5) 「中国共産党史資料集』。あとの数字は、巻数／頁数 (bは補巻）。

6)楊奎松氏の教示による。

［補注］

l)周国全・郭徳宏「王明年譜簡綴」は、 11月1日執筆としている (474頁）。

2) 『ふたつの路線』の初版の発行と第二•第三版については以下のとうり。 1930年 11 月

末、 「両条路線底闘争」を発表（周国全・郭徳宏［王明年譜簡編」、 477頁）。 1931年

2月10日、 「幾点必要的声明］を付加し、 『両条路線］を正式に出版（曹仲彬・戴茂

林『王明伝j、199頁）。 1932年3月、題名を『為中共更加布爾塞維克化而闘争』と改

めてモスクワで再版を発行。また、 11月7日、モスクワで同第二刷を印刷（周国全・

郭徳宏「王明年譜簡編」、 480-481頁）。 1940年、同第三版を発行（周国全・郭徳宏

「王明年請簡編J、495頁；曹仲彬・戴茂林『王明伝』 335、452頁）。ただ、 1931年2

月に発行された版本と 7月15日に出版された版本との関係についてはよく分からない。

3)周国全・郭徳宏・李明三［王明評伝』は、王明が参与し制定された最初のコミンテル

ンの文件としてこれを掲げている (203頁）。

4)陳紹萬（王明）著「陳紹萬（王明）救国言論選集」 （中国出版社、 1938年7月、漢口）

は、 17篇（本篇14と付録3)の論文を収録し、抗戦初期の彼の見解を理解するうえで
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の基本文献である。 「選集』に収められた「東北情勢興抗日統一戦線策略」 （付録一）

は、 「中国民族革命戦争問題J(1935年2月）所収の摘録と比較しても系統的な書き

かえが見られることから、 『共産国際』第4巻第2期 (1933年2月）所収の版本（未

見）とは、さらに大きな相違があると思われる。なお、本庄比佐子編「王明選集」第

1巻 (1970年）は、 「陳紹萬（王明）救国言論選集』の影印である。

5)李良志「抗日民族統一戦線樹立における王明の役割について」は、次のように論じて

いる。 「1933年10月27日、王明らは、中国全土における抗日救亡運動を更に広範に展

開するため、中共中央に対し“六項目の抗日綱領”に関する指示をだした。…党中央

は王明の指示書簡に基づいて広範な準備工作を行ったあと、 1934年4月20日、 “中国

民族武装自衛委員会”の名で「中国人民対日作戦具体綱領」を公表した」 (238頁）。

同様の記述は、曹仲彬・戴茂林「王明伝」の260-261頁；周国全・郭徳宏・李明三「王

明評伝jの230-231頁にも見られる。

6) 1935年にソ連で印刷•発行された「新条件輿新策略」は； 1) 「小引」 (1934年11月24

日執筆） ；2) 「六次戦争輿紅軍策略」； 3) 「新条件輿新策略」からなっている。この

「小引」によれば、 2)はソ連外国エ人出版社中国部全体工作人員会議での報告であり、

3)は「インプレコール」の記者の要請に応えて執筆したものである。

7) 「中国民族革命戦争問題』は、 「序」； 1) 「東北事変底意義輿中国共産党底策略」； 2)

「中国反帝運動的新裔潮」； 3) 「東北情形興反日統一戦線策略J; 4) 「上海抗日防衛戦

及其教訓」； 5) 「中国民族革命戦争能否勝利問題」； 6) 「中国無産階級及其政党（共

産党）是反帝革命底唯一領袖」からなっている。 「序」によると、このバンフレット

は1933年末に、ある中国エ人訓練班の教員の提案によって同班の参考資料として作成

されたものであり、その内容は主として以前に発表した論文と講演録の抜粋・転載で

ある。すなわち、 2) は「中国反帝運動的新渇潮」 （ロシア語版『共産国際』、 1931年

第32期）の摘録 (42頁） ；3) は「東三省情形和日本対中国的新進攻」 （中国語版「共

産国際j第4巻第 2期、 1933年2月）の摘録 (92頁） ；4) は「第12回プレナムにおけ

る発言」と「中国目前政治形勢興中共当前主要任務』 （ソ連外国エ人出版処、 1932年）

からの摘録 (101、108、112、121、138頁） ；5) は「中国目前政治形勢輿中共当前主要

任務』からの摘録 (160頁） ；6)は「五州事変八週年及中国現状」 （中国語版「共産国

際J、1933年第6期）からの摘録 (177頁）である。
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＊
 

＊
 

以下、本稿で引用した雑誌類について簡単にまとめておく。

「商大周刊Jは国立武昌商科大学出版課の刊行物であり； 「社会科学研究」は

武昌商科大学の学生サークル社会科学研究会の機関誌である。！）また、 『院光j

は国立武昌商大院籍学会会刊である。2)

膚導Jは、 1922年9月13日に上海で創刊された公開発行の中共機関誌（週刊）

で1927年7月18日に第201期をもって停刊。”『布爾塞維克』は、 l)1927年10月

24日に上海で創刊された中共中央機関誌（週刊→半月刊→月刊）で1932年7月に

第5巻第52期をもって停刊 4) ; 2)中国共産党ソ区中央局機関誌として1934年 7

月に瑞金で創刊。 5) ［紅旗」は、 1928年11月20日に上海で創刊された中共中央の

理論誌（中共中央宜伝部編、週刊→三日刊）で第126期まで発行したあと、 1930

年8月15日に中共江藝省委機関紙「上海報』と合併して『紅旗日報』となる。 6)

『労慟j （三日刊）は、 1929年8月に創刊された全国総工会機関紙。”『実話」は

1930年10月30日に上海で創刊された中共中央機関誌で『紅旗日報」の紙幅の不足

を補うことを目的とした。 8) 『闘争」は、 1)1932年1月21日に上海で創刊された

中共中央機関誌9) ； 2) 1933年2月に瑞金で創刊された中共ソ区中央局機関誌で

1934年9月に第93期をもって停刊。10)

『中国問題」 (IIpo6neMbl K11TaH) は1929年に創刊されたモスクワ中山大

学の中国問題研究所（中国学術調査研究所）所報（季刊で1935年停刊）。 1930年

秋に中山大学が廃止されたあと、同研究所は民族植民地問題研究会に属し、のち

モスクワ共産主義学院の一機構となる。11) 「革命的東方』 (PeBOJIIOUIIOHHblll 

BOC TOK) は、 1927年に創刊された東方勤労者大学学術調査協会機関誌 (1937

年停刊）。12)

『共産国際」は、コミンテルン執行委員会理論機関誌。ロシア語版 (KoMMY-

HIICT1tqecK11ll 恥 tepuau110HaJI、1919-1943) はモスクワで、 ドイツ語

版 (DieKommunistische Internationale、1919-1940) はモスクワ ・レ―/

グラード・ベルリン・ハンプルグなどで、英語版 (TheCommunist Inter-

national、1919-1939) はレニングラード・ロンドン・ニューヨークで、中国語

版（共産国際、 1929-36)はモスクワで、それぞれ発行された。13) 『国際新聞通
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訊J (International Press Correspondence) は、 1921年に創刊されたコミンテ

ルン執行委員会の情報・宣伝機関紙で、ベルリン・ウィーン・ロンドンで発行さ

れ、 1938年停flJ。14) 「布爾什維克』 (nOJiblllCBIIK) はソ連共産党の政治・経済

理論誌で、 『中国共産党史資料集」の「別巻」 (1975年）に、 1927年から1945年

までにlnJ誌に掲載された中国関係論文リストがある。また、 「国際エ人運動』

(vl H T e p H a u a o H a II JI h H o e P a 6 o 11 e e 几s11Jl{eH11e) と『赤色工会国際J

(K p a c H 1,1 It II p oかIIHTepH) は赤色労働組合インターナショナル（プロフィン

テルン）の、 ［青年共産国際』 (KOMMYHIICTl!1!eCKllil vlHTepHau11oaJI 

Mono/le JI{ 11) は共産主義青年インターナショナル（キム）の機関誌（紙） と思

われる。

『社聯盟報jは、中国社会科学者聯盟常務委員会編。束洋文庫に1935年12月30

日発行分を所蔵。15) 『起来』は、波多野乾一編『資料集成中国共産党史』の第 5

巻644頁に記載があるが、詳細は不明。 「周囲世界』 (BOKpyr C B e T a) ． 

『中国報』も詳細は不明。

【注】

l) 本庄比佐—-f・「陳紹萬（王明）略伝」、同編「王明選集J 、第 5 巻、 1975年、 339 、 332

頁。

2) 9i1国全・郭徳宏・李明三「王明評伝J、15頁。

3)陳栄華・閻中恒．何友良福「中国革命史手冊J、華中師範大学出版社、 1986年、 7切頁。

4)同前害、 732頁。

5) 日本国際問題研究所中国部会編「中国共産党史資料集」、第 5巻、 「使用文献資料一

覧表」、 35頁。

6)陳栄華・閻中恒．何友良編「中国革命史手冊」、 733頁。

7)曹仲彬・戴茂林「王明伝』、 '143頁。

8)陳栄華・閻中恒．何友良編「中国革命史手冊」、 735頁。

9) 日本国際問題研究所中国部会編『中国共産党史資料集』、第5巻、 「使用文献資料一

覧表」、 35頁。

10)陳栄華・閻中恒．何友良縄「中国革命史手冊』、 738頁。
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11)曹仲彬・戴茂林「莫斯科中山大学輿王明」、黒龍江人民出版社、 1988年、 35頁；ソ連

科学アカデミー極東研究所編著 r中国革命とソ連の顧問たち』、 195頁。
12) ソ連科学アカデミー極東研究所編著「中国革命とソ連の顧問たち」、 195頁。

13)村田陽一絹訳「コミンテルン資料集」、別巻、大月書店、 1985年、 248-249頁。

14)同前害、 248頁。

15)アジア経済研究所調査研究部「中国抗日救国時論誌記事目録j、上巻、アジア経済研

究所、 1981年、 47頁。
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II 王明詩歌目録

『王明詩歌選集」は、 1979年にモスクワの進歩出版社から中国語とロシア語で

出版され、 1913年 (9歳）から死去する前年の1973年にいたる王明の詩歌399首

が収録されている。孟慶樹の「前言J (1977年10月12日執筆）によると、その内

容は、 1)彼が政治活動に入る以前に書かれ、青年たちに反帝・反軍閥闘争をよ

びかけるもの； 2)マルクス＝レーニン主義・ソ連・労農勤労者を讃えるもの； 3)

反毛沢束を内容とするもの； 4)妻孟慶樹のことを詠んだものに分類される。 1)最

近、中国で出版された周国全・郭徳宏・李明三『王明評伝」と曹仲彬・戴茂林

『王明伝』は、いずれも、 l) を重要な素材として彼の少年期・青年期を叙述する

とともに、 2)3) に反駁を加えている。

曹仲彬らは、この『選集』に収録された作品のかなりの部分が毛沢東と党に対

する彼の不満を吐露するために [1953年、あるいは1956年の］訪ソ以後に書かれ

たものである；このため、人々はこれを読んで、作品の中には［制作時期として

明記されているより］後に作られたものがあり、少なからずの作品に後になって

手を加え、またある作品はソ連で書かれたにもかかわらず国内で書かれたかのよ

うな印象をもつとし、従って、何ら分析を加えないままこれらの詩歌を用いて彼

の政治的役割を論ずることはできないと述べている。 3)筆者は、 l)少年期から青

年期にかけての彼をめぐる諸状況に対する具体的イメージを獲得し、 2) 毛沢東

との矛盾が明確化して以降の彼の心のうちとソ連における事実上の亡命生活の実

情を知り、さらに3)晩年における彼の主張を了解する上でこの『選集』は極め

て貴重であると考える。 4)

ここで上述したふたつの評伝がともに実際には1970年代の文革期に書かれたと

して 5)考察を加えている反毛沢東を内容とする作品「驚人之計」 (1936年初め）

にふれておきたい。

原文（以下、 I) は：

喜能通電訊；閲報令人驚；

唯有悲観気，寛無抗日心。

紅軍争北上；指導要東征。
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急電説原委，南旋計不成。

であり、その「注」 （以下、 II) として王明は：

毛沢束らは瓦窟堡からコミンテルンに打電し、粟になじめないとして紅軍が山

西にむけて東征することを決定し、南方にもどることを目論んだ。デイミトロ

フと私はとても驚き、北上抗日政策を堅持しなければならず、東征して南下す

ることは出兵に大義名分がなく政治的にも不利であるとの至急電を発した。毛

沢東らはこの忠告に耳をかさず、突如として東征を実施したが、黄河辺で山西

軍に阻止されて渡河できなかった。劉志丹同志が砲撃を受けて犠牲となり、そ

こではじめて南下計画は放棄された。

と述べている。 6)

これに対して、曹仲彬らは、 1)東征の目的は「粟になじめない」から南下す

ることにあったのではなく、革命根拠地を発展させるとともに全国の抗日救亡運

動を推進して抗日民族統一戦線の樹立を促すことにあった； 2)1936年2月に紅

軍は実際に黄河を渡り、山西省の西部・南部・東南および西北地区を転戦した；

3)黄河以西への帰還はけっして軍事上の失敗による余儀なくされた撤退ではな

く、当時の国共交渉の進展と閻錫山との秘密交渉を踏まえてなされたものである

とする。また、 「私はモスクワにおいて毛沢東に反対したことは決してなかった」

という中共七届二中全会 (1949年3月）における資格審査での王明の表明”を論

拠として、 1936年当時、彼は毛沢東に反対していなかったと論じ、さらに、反毛

沢東の姿勢が明確なこの詩 (I) と「注」 (II)は、 1975年に出版された『中共

五十年」 （『王明回想録』） 8）における東征に関する叙述と内容が一致している

として、この詩は1970年代に書かれたものであると主張する。 9)

筆者は、七届二中全会における王明の表明は、 「驚人之計」 (I)が「1936年

初め」の作品ではないということの確実な論拠とはなりえないと考える。なぜな

ら、この表明は、 1931年から1937年にいたるモスクワ滞在中に王明が毛沢東に反

対する政治的発言をしなかったという意味であり、それは、私的な領域における

詩作（この作品は、当時、公表されてはいない）までをも拘束しているとは考え

られないからである。

しかしながら、 「驚人之計」 (I)の制作時期を「1936年初め」と仮定すると、
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「注」 (II) には三点の事実誤認が認められる。す、なわち、まず第一に、 11は

「1936年初め」の段階で瓦窟堡とモスクワ間の電信連絡があったことを前提とし

ているが、 iと近の研究は、 1936年6月16日になって狭北とモスクワとの間の電信

連絡に成功したとしている。Ill)第二に、曹仲彬らが述べるように、王明が東征部

隊の山西への展開を否定している点である。 1936年6月以前ならいざしらず、 II

が古かれた時期において、彼が束征部隊の山西への展開を事実として知らなかっ

たとは考え難い。第三に、 IIは劉志丹の戦死により“南旋”の中止を余儀なくさ

れたと述べているが、彼の戦死が1936年4月I4日であることは、II) 「1936年初め」

という制作時期と両立しない。

この第一点から、「驚人之計」（I)の制作時期は、欧北＝モスクワ間の電信連

絡に成功して以降であるという推定が成り立つ。この時期におけるコミンテルン

と中共中央との間の最も大きな見解の相違は両広事変に対する評価であ‘らた Q12)

'・・・・ -・---一̀•、.すなわち、中共中央は、紅軍と東北軍（張学良）・西北軍（楊虎城） との“三位

一体”の初歩的形成を基礎として、両広との連携によって反蒋抗日勢力の結集を

図ろうと試みた。13)これに対して、ソ連（コミンテルン）は、両広事変の基本的

性格は日本がその中国侵略を隠蔽するために引き起こした陰謀であると捉えてい

た。一方、王明は、事変勃発当初には中共中央とほぼ同様の認識を有していたも

のの、徐々に、聯蒋抗日と国共合作を前提とする“民主共和国”の樹立を主張す

るようになっていった。14)従って、鉦者は、この両広事変についてのコミンテル

ンと王明の見解の相違が解消された時期 (1936年7-8月）に「驚人之計」 (I) 

が作られた可能性が強いと考える。とすれば、この詩は、 「中央の軍事戦略問題

に関する決議」 (1935年12月23日）によって提起され「五五通電」 (1936年5月

5日）を出して山西から撤収した東征ではなく、両広事変を対象としたものであ

り、これに対する中共中央の態度を批判したものであるとすることができる。確
．．．． 

かに、両広との連携を実現するための黄河の二度めの渡河(“東征”)と南下は、

事変そのものが広東の離脱 (1936年7月）により早期に収束してしまったため実

現しなかったのである。15)

また、曹仲彬らが言及している東征の目的については、看過しえない資料上の

問題が存在する。すなわち、彼らは、革命根拠地を発展させるとともに全国の抗
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日救亡運動を推進して抗日民族統一戦線の樹立を促すことが東征の目的であった

と述べているが、この観点は、周国全らが的確に引用しているように、 「中央の

軍事戦略問題に関する決議」に由来する。すなわち、 「国内戦争と民族戦争を結

合し、対日作戦を行う力量を準備し、紅軍を拡大」するために、「軍事行動の具

体的部署の基礎は‘‘抗日作戦を行う道を開くこと’'（原文は‘‘打通抗日路線”)

と“現有のソ区を強化・拡大すること’'であり、前者を中心任務とし、これに

後者を密接に連携させなければならない。具体的行動において、紅軍の行動とソ

区発展の主要方向は東側の山西と北側の緩遠などの省である」という部分であ

る。16)ところが、 1991年に出版された中央梢案件館編 f中共中央文件選集』（第10

冊）は、同決議を全文を初めて公表し、その際、従来の版本17) との間に極めて

重要な字句上の変化が存在することが明らかになった。すなわち、従来の版本で

“打通抗日路線＂となっていたニヶ所がいずれも‘‘打通蘇聯’'（ソ連との連絡を

実現する）に改められた。18)さらに、従来省略されていた部分が、ソ連軍と中共

軍との連携の実現を述べた「戦略」の(+)と‘‘打通蘇聯＂の任務を実現する

ための具体的段取りを述べた部分（丙）であることから、19)今回公表されたもの

が本来の「決議」であり、後になって、‘‘打通蘇聯”を‘‘打通抗日路線'’に書き

かえ、これに抵触する(+）と（丙）の部分を省略したと考えられる。幻）このこ

とは、東征の目的にはこの軍事行動を遂行するに当って実際に発表された反蒋抗

日を主たる内容とするもの21) のほかに、意識的に伏せられた“打通蘇聯”に関

するものがあり、少なくとも1935年末の段階では後者を優先的に追求しようとし

たことを示している。22)これに対して、 『王明回想録』における東征批判とは、

「毛沢東は、瓦客堡に到着すると、この中国北部に腰を据えて抗日の軍事行動に

出る好機をうかがうことを欲しなかった。代りに彼は、右翼日和見主義的、悲観

的見地から、‘‘西征”の残存部隊五千七百を、以前から映北にいた徐海東と劉志

丹の率いる八万の部隊に合流させて山西省へ進撃するという、その冒険主義的作

戦計画を実行しはじめたのである」というものであるが、お）、‘右翼日和見主義的・

悲観的見地’'や‘‘冒険主義的作戦計画”という文革期における彼の毛沢東批判

を差し引けば、東征にともなう映北根拠地の放棄の可能性を指摘している点で

「中央の軍事戦略問題に関する決議」と『王明回想録』における東征に関する叙
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述は相通じるものがあるとしなければならない。公）

このように、筆者は、この「選集」に収録されている反毛沢東の詩と「注」も

また、中共党史を再構成するうえで多くの素材を提供していると考える。とはい

え、それらはまず第一に、 1970年代における王明の見解を検討するための第一級

の資料であるとするのが妥当であろう。

本稿を作成するに当たって使用した『選集」は、中国人民大学党史系の李良志

教授が1989年にソ連科学アカデミー極東研究所を訪問された際、同研究所から教

授に贈呈されたものである。 『選集」を見たいという筆者の厚かましいお願いに

快く応じていただいた李良志教授に、厚くお礼を申しあげる

【注】

l) 『王明詩歌選集』、 5-8頁。

2)曹仲彬・戴茂林『王明伝』は、この『選集』を主たる材料とすると同時に、当時の王

明を知る人々に対するインタビューによってそれを補っている。

3)曹仲彬・戴茂林「王明伝j、419-420頁。

4)この「選集」の随所に付されている「注」は、ほかの文献では伺うことのできない内

容を有している。

5)周国全・郭徳宏・李明三『王明評伝』、 544頁；曹仲彬・戴茂林『王明伝」、 421頁。

6) 『王明詩歌選集』、 105頁。

7) この時、王明は、ただ「彼［毛沢東］がかくも偉大だとは知らなかった」だけだとも

述べたという （周国全・郭徳宏・李明三「王明評伝」、 544頁）。

8) 1975年、ソ連国家政治書籍出版社は、王明が1971年から1974年にかけて発表した 4篇

の論文を「中国共産党の五十年と毛沢東の反逆行為jと題してロシア語で出版した。

1980年、現代史料編刊社は、その中国語訳を「中共五十年」として出版した（曹仲彬・

戴茂林 r王明伝』、 408-409頁）。また、裔田爾郎・浅野雄三郎訳「王明回想録』 （経
済往来社、 1976年）は、ロシア語版からの邦訳である。

9)曹仲彬・戴茂林『王明伝』、 421頁。

10)楊雲若．楊奎松「共産国際和中国革命」、上海人民出版社、 1988年、 367頁。

11) 「辞海」 （歴史分冊、中国現代史）、上海辞書出版社、 1984年 155頁。
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12)楊雲若．楊奎松「共産国際和中国革命J、367頁。

13) この点については、別稿「路線転換期における中国共産党の根拠地構想について」

（未発表）で論及した。

14)楊雲若．楊奎松「共産国際和中国革命J、367-371頁。

15)両広事変当時、楊虎城と宋哲元・韓復渠との間で、南京政府の改組・すべての内戦の

停止など6項目の合意が成立したこと、および、張学良と楊虎城は、蒋介石が両広に

出兵するならば彼らも両広支援のために出兵すると取り決めたことについては、米鶴

都「関於蒋介石在西安事変中的諾言問題」 （［党史研究』、 1986年第6期、 8頁）参

照。また1936年5月31日に中共が李宗仁との合作協定の締結の可能性に言及している

ことについては、王錦侠・張奇「両広事変輿中国共産党“逼蒋抗日”方針的形成」

(r中共党史研究」、 1990年第2期、 37頁）参照。

16)周国全・郭徳宏・李明三『王明評伝」、 542頁。

17)中共中央書記処編「六大以来』、下冊、人民出版社、 1981年；中央梢案館編「中共中

央文件選集J （党内発行）、第9冊、中共中央党校出版社、 1986年；中国人民解放軍

政治学院党史教研室編「中共党史参考資料』、第7冊など。

18)中央梢案館編「中共中央文件選集］、第10冊、中共中央党校出版社、 1991年、 590頁。

19)同上書、 592、595-597頁。

20) この書きかえが、 1952年4月に「六大以来』の再版が出版された時になされたもので

あれば、それは周知の建国後における「毛沢東選集jの出版時における書きかえと同

じ性質のものであるとすることができるし、また、 1941年12月の初版発行時になされ

たものであれば、それは延安整風運動そのもの性質にかかわる問題となるであろう。

21)たとえば、 r闘争」第96期 (1936年4月24日）に掲載された 3月1日付の「中国人民
紅軍抗日先鋒軍布告」 （中央梢案館編「中共中央文件選集』、第10冊、 9-10頁） ； 

r紅色中華j第267期 (4月13日）に掲載された 4月5日付の「為反対売国賊蒋介石閻
錫山欄阻中国人民紅軍抗日先鋒軍東下抗日揚乱抗日後方宣言」など。

22)その後、党内において、この方針は映北根拠地の放棄につながりかねないという危惧

を招来し、 “打通蘇聯”の任務を長期的課題とすることによって収拾が図られた（邸

路「紅軍東征戦略方針的提出過程及其演変」、 「党史研究』、 1986年第3期、 33-36

頁；楊奎松「中国紅軍打通国際路線戦略方針的演変」、 「中共党史研究』、 1988年専
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題論文選輯、 1989年 136-138頁）。

23)尚出爾郎・浅野雄三郎訳『王明回想録J、45頁。

24)筆者は、この時期の中共中央において映北根拠地を革命運動の策源地とする観点はい

まだ確立されていなかったと考える（拙稿「路線転換期における中国共産党の根拠地

構想について」）。
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13 昼寝（童活）一清河孔夫子 九方（作干金寒私熟）

14 扮机皮（童活） ＋方（作子金案私塾）

I 5 双河山京麻（七~) 十一夕（作子京岳廂）

17 柳林晩洪（七絶） ＋三歩（作子金家察下店柳林）

18 金家寡（七律） 十四方（子私塾毛椅棠老先生出題命作）

18秋 対月独坐弾月琴

19秋 菊花（七地） （秋作子金寒家中）

1 9夏夜岡吹笛策

19 霜寒初重雁横空（七律） 十五夕（作子金寡私塾）漆阿庵先生出

題

19 年美（五~) （旧JJj年美作子金察家中）

2010 遊三衣(-) （悟体） （作子三衣）

21 前覆后戒（五律） （作干三衣）

22 高埼不死（五抱） （作子三衣）

24 芍莉(-） （七~) （作チ金察家中）

24夏 高山独行遇暴凩雨（七律） （作子金寡）

2407初七快大洋（七抱）一家庭能給我的全部升学費 （作子金察）

2409 凩雨登黄鶴楼（七挽） （作子汲口）

2410 喜岡道（七律）一謝仲明 （子国立武昌商大）

2410 豫暁青年学会会歌（侑赤武牧羊凋） （作子武昌商大）

2411 偕友訪大智n卒姑述同感（七律）
24 坊衣家（七律） （作干金寡）

25春 悼外中山先生（五律） （子武昌黄鶴楼追悼中山先生逝世大会上）

25春 江辺送客（民歌体） （作子汲口）

2507 武沢青年反帝怒潮（七律）一六・ニ返功 （子金察）

一氾武汲学生和工人声援上海五舟返功経辻

2510 我伯是革命青年（悟体）

ー自武昌赴赤求学前夕，留別豫暁青年学会和湖北青年困体朕合会

的革命青年朋友伯
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251025赴葵前夕留別函生（双五律） （作千武昌商大宿舎）

251102赴莫自汲去沖船中（五律）

25冬 辻上海黄清溝有感（七律） （赴赤路辻上海）

2511下旬

赴赤海上遺渚友（七律）一致萬生井特豫暁青年学会各哉友

（登船赴莫前子上海法界平安大旅館）

25底 潟列守陵（七律） （作千莫浙科） ※70春床椅配曲

2607 参硯列守格勒（七律） （子列守城）

2703 海洋続道行（七律） （干船中）

270321上海エ人第三次起又腔利（七律） （子「州）

270430永垂不朽（五娩）一悼李判同志 （千汲口）

27秋 英雄本色（五抱）一悼局敦同志 （子莫期科中山大学）

2710 悼慰死唯的革命烈士1n（七律） （革命市千莫斯科中大）

2712 「州公司（七娩）一井悼英勇栖牲的張太雷等数千革命同志

（子莫斯科中大）

28 初春（五絶）ー接我党六大代表百余人来莫升会即景随感

（子莫郊）

28 七夕現星（口占） （子莫斯科中大）

28冬 因芳成疾（七律）

2903初

治海水 （由莫返国船経青烏附近吋作） ※床椅作曲

2903上旬

抵上海 （抵上海吋作） ※床椅作曲

290727JA~学起有得（七~) （蕗沖西区吋作）

290731届朋路上（七娩三首）

ー在沖京括朋路硝共エ人席棚住区八一示威功貝大会

29秋 悼金伯棠同志（五挽） （一子上海）

29秋 工衣同悲（七挽）一悼彰洞、楊殷同志 （干上海）

3001 猿中除夕（七律）一［月尻29年底阻尻30年1月 （子猿中）
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411207夜半狼声（五言悟体三段） （干延安中央医院）

41冬 海上故人（七律）一悼任作民同志 （子延安中央医院）

4202 所渭整凩返功（五言悟体） （子延安中央医院）

420216妃牡丹（七娩） （子延安中央医院）

42 思往増悲（五抱）一悼張浩同志 （子延安中央医院）

42 百困大故

420330病中惜春（五律二首）

42春 謝中医李老鼎名（五律） （子延安中央医院）

42春 題志丹陵（五律） （千延安中央医院）

420519険甘守辺区地圏漫題（双五律） （夜）

42 旧滸（七律）一悼楊松同志 （千延安中央医院）

43春 斯大林格勒的侍大駐利 （子延安栃家蛉）

4306 大会診結果（語体七挽） （子延安楊家蛉）

43 1 I 07神至的列守城（七挽） （子延安栃家蛉）

44 政苛虎猛（七律二首）一悼部話畜同志 （子延安楊家蛉）

4408 巴黎解放

44 題魯迅全集（五律）一t乙魯迅先生 （子延安楊家蛉）

44 祝沫若同志五十寿辰 （子延安）

45春延安春洪（五抱）

4504 毛洋奈仇造党史（七絶）一坪六届七中美子若干屈史祠題的決汲

（子延安楊家蛉）

4504 所渭六届七中届決汲 （子延安）

4504 《沿朕合政府》 （悟体七絶）一駁斥毛洋末的《沿朕合政府》与《故

吋合作決定哉后合作》 （子延安楊家蛉）

4505 所渭七大 （子延安）

45 赤写攻占柏林（七絶） （子延安）

45秋 生死光輝（七抱）一悼台休曼同志 （子延安）

450820亦中紅宰会師宗北

4508 光膵腔利念英雄（七律） （子延安）
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4508 日寇投降 （子延安楊家蛉）

45秋 帯痣淮忘（七抱）一悼洗星海同志

450909患雄見朋友（五抱）一謝岡野遊同志 （子延安楊家蛉）

45冬 弥夭凩雪（七律）一悼朱老宝庭同志 （子延安）

4604 云夭在望（五抱）一悼博古、ヌじ笈、王若〖、叶挺等同志井黄芥生

先生等“四I¥’'烈士 （千延安楊家蛉）

4604 生商死別（七律）一妃郊笈同志

46夏 平民（七律）一悼阿行知先生 （千延安楊家蛉）

4612 袈徳王家山衣友淡活氾（溺体七律）

46冬 祝朱掘同志六十寿辰（七律） （子袈褪師落）

46底 中国涛小賛（悟体五律）一与朱恙淡中国涛后随笹 （子楊家蛉）

47春 悼中医李老鼎銘 （子山西脇具后干泉）

470814病苦（七律）一岡綾籠亭同志病苦戸重而作 （夜子前甘泉）

470912真人（七律） （子后甘泉村）

47秋 土改工作氾実（七律） （子山西柚具后甘泉）

47 渡黄河（七律）

47ll t乙芳）し （赴河西途中）

48春 土改新年歌（信杜婉渭） （子后甘泉）

4804 別后甘泉

4804 近五台山（七律） （子五台杯大塔院寺）

481112今古奇岡一坪毛洋京的‘‘人民血染作大”沿 （子西柏波）

481122“到北京傲皇帝”一毛洋京自己宣侍的 （子西柏波）

4903 西柏城大事氾（七抱四首）一有芙河北平山西柏披中共七届二中全

会事件呆実 (1948年11月至1949年3月）

490316守死不屈党人市（七抱）一堅拒毛洋末要求写“三巧声明”

（子河北平山西柏波）

49春 岳℃之死（七律） （子西柏波）

4904 我写解放南京

49 我写占領南京（七律）
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49夏 泊洒香山 (1i地）一悼任説同志 （子北京西郊香山）

490? 悼季米特洛夫同志（五抱）

49 《袷人民民主寺政》 （七抱）一坪毛洋糸用人民民主寺政代替元戸

附級寺政

491001中年人民共和国成立（七律） （チ北京）

49秋 辻文公祠（七地）一祠在北京府学胡同，侍即当年文夭祥被困之姓

（子北京）

50 寄柳亜子先生（未笈）一涙毛袈其詩后ガ此慰之 （子北京）

501025値得冒桧行（五挽） （子北京孟公府）

501025我国志屈写抗美援朝（五律） （子赴莫途中）

501028悼任弼吋同志（七律） （子満州里候卒岡粍）

50底 雪夜散歩（七律）一与椅遵医嘱睡詢散歩 （子巴休推玲庁葬所）・

5 112 王昭君（七抱二首）一洟李白、杜甫等有美昭君詩随培

51冬 白公堤（七抱）一見西湖白公堤叙綿画随笹

52 成諭快路通卒（七律） （子莫郊別塁）

52 黄河探源駐利 （子莫郊別翌）

52春 捉放講（五言悟体） （子莫郊別壁）

52 玉i1油祈（七挽） （子莫郊別璽）

5211 白宮与年休街（七律）

53秋 寄明）し一吋年十四!f;J,住莫郊“青松'’行券所

530305大星頓限（七抱二首）一悼斯大林同志 （子莫郊）

53夏 白宮心胆寒（七律）一対美国政府祠赤朕仇先擁有氣弾消息而掠怪

失措丑恣之述坪 （子莫郊）

53秋 莫郊即事（七律） （子莫郊別塁）

53秋 寄新中国科学工作者一見莫斯科大学世界科学名人浮離象行列中有

我国組沖之、李吋珍在内随感

53 哉斗英雄（七抱三首） （子莫郊）

5 311 武汲妖江大栢（五律） （子莫郊）

5311 莫郊夕照（七律）
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5311 京旧晩別紅坊（七律） （28日、 29日蕗莫返京）

54 小院春光（七抱） （子北京孟公府二号）

54春 成都似北京（民歌体三首）一因淡及成都亦名小北京随笹

（干北京）

54春 登北海白塔（五律）

54春 願和囮石肪（七娩） （子頗和園石肪上）

54 所渭高続反党朕盟

55 病中tl金寡元宵（七律） （阻JJj正月十五日子北京）

5503 春夢迂多俯少年（七娩） （干北京）

55秋 作賠筋的愉快（五絶）一重新翻岡黒格休哲学著作随咤

5601 学勺功（七律） （子北京医院）

5603 中赤航空銭上（七律） （子莫郊）

56春 現賞白石老人画作漫題

56春 軟日（七律三首）一匝亮）し要求而作

56春寄明亮西）L

5604 莫辺府大捷西周年（七抱二首）

56夏 蜀道不再薙（語体七律）一岡宝成快路通卒随笹 （子莫斯科）

56夏割麦（悟体） （予莫郊）

56秋 元尽宝戴（七抱）一揮澳内経随笹 （子葵郊）

56秋望云（七抱） （子莫郊）

56, 氾赤伊士迄河事交

56冬 伊雪ー就明亮雨）し伊雪事与亮）し淡民歌巧作

57 太史公一兄振裁司耳辻涎辰随竜

57 秦汲洪亡ー亮）し淡故事涛出題試作

5705 岡父死（古詩体） （子莫郊）

571004第一顆人造立星一氾亦朕十月四日放丑星成功 （子莫郊）

57冬雪林 （子莫郊）

57 三慎西山跨ー併（七抱）

57 所渭反右返魂的真相
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57冬 久雪（七律） （子莫郊）

58春 戒行反言者（悟体七~)

58春 麻雀何一渭寄英宝童歌

58春 「州城南凩凰椅ー岡扱随竜

580612《夢吟》涛造 （夜作子莫郊別塁）

（一）移居／ （二）探監／‘(三）出猿／ （四）生活（七抱） ／ 

（五）入院／（六）危安（悟体七絶）一此事笈生子1942年3月底

延安中央医院／ （七）起疑（吾体七~)一此指 1942年 4-5 月笈生

的事／ （八）夭貝（悟体七絶）ー指1943年3月子延安楊家蛉吋／

（九）暗情（悟体七挽）ー指1943年3月子延安楊家蛉吋／ （＋） 

正又（七地）／ （十一）真理（語体七抱）ー指1947年冬子后甘泉

吋／ （十二）未曽（悟体七挽） ／ （十三）代芳／ （十四）独見（七

絶）／ （十五）急救（語体七抱）／ （十六）長存

580707消天血吸的第一面紅旗

58秋 抽象的真理是没有的（吾体） （子莫郊）

58秋如此“主腋’'（七律） （子葵郊）

58秋 寓秋月之夜（七律）

58秋 学逹一答亮）し何学詩唯易

58 病中夢中妬母 （子莫郊別壁）

58秋 病危夢母妃父（七絶） （子莫郊）

58冬 文姻芝影 （子莫郊）

5812 第四面毛旗（悟体七抱）一毛洋末決定瑠減全国様地三分之二

58冬 不知之淡（悟体）一見屯槻中威休斯会見列守淡活影片后，佑及毛

洋京反列守主又随逹

58冬 保盗跨社（吾体五律）一棲振見小考茨基起草奥国社会党胡領，完

全否i人斗克思主又、附級斗争和社会主又，公升保炉資本主又等消

息随竜

58冬病楊対雪

5 9 炊度春市
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59春 届賠一秦越人先生墓

590301史水流光（七絶）一題《人民画振》戟安微金寡具梅山水岸彩色照

片）

59春 第一顆人造行星（七抱六首）一志赤朕対月球方向笈射第一支人造

太阻系行星火箭成功 （子莫郊別塁）

59夏 懐《革命烈士涛抄》廿后

59秋 t迷月宮（七培三首）一氾赤朕向月球笈送国徽模型

59秋杯謝老党哉同志

59秋秋夜杯友

5910 1$.続月球繰地球（七娩三首）一掲露月宮之遂（赤朕笈射第三支宇

宙火箭帯送自劫控封行星麻姑“月球三号”t視月球隻続地球成功

志）

591001建国十年（函体七律） （子莫郊別塁）

600425夢滸青山李白墓（七絶四首）

6010 侍情画意（五絶又七律）

一欣賞徐悲鴻先生画集中《田横五百士》油画后随笹

601021寄一松老人（七律） （子雪林寓中）

60 友誼（七抱二首）

60 神清勺爽ー現裳郊板析先生所画竺竹井題詩影印版后随笹

60 得心泣手一欣賞子非暗先生工笹花与画造集随竜

60冬 古巴人民的活（悟体長汚五段）一向英勇革命的古巴人民致敬

（子莫郊）

60 元題：有人（悟体三段）※指毛洋京

60 勾践幸成（七培二首）一所．人淡新訃薪蛍胆故事戎作

60底如此“統帥”（七律）

6102 此仇必振恨必雪（七律）一悼戸蒙巴及其故友孟波写和阿基陀

61 《主席走遍全国》 （六言語体五首）一李埼画像，郭沫若紗河， 《人

民酉振》 1961年第二期

610212赤朕代表探金星ー赤朕由重型地球刀星向金星笈射自功控制行星伝

-249-



姑成功志床

6103 今夕春来早（七律）一去冬今春赤朕大部地区勺候温暖，力七十余

年所末有，莫郊三月宛如往年四月景象 （子莫郊）

610321知友（五律）一悼除康同志

610412人到宇宙（双七律）ー今晨赤朕共戸党貝尤里・阿列克塞堆奇・加

加林乗‘‘京方’’号立星式宇宙t船作第一次宇宙t行，続地一周（近

地点302公里，近地点175公里伍吋89. I分）完成了一定的科学研究

任各，安全降落子預定地区）

610414宇宙英豪（五言語体双五律）一今日尤里・加加林t抵莫斯科，受

到赤朕党和政府領号人及百万市民的盛大而隆重的炊迎。赤朕最高

赤堆埃主席困井授以赤朕宇宙t行貝和赤朕英雄的光茉称号 （夜

洞与西）し淡作通俗詩口吟）

610816-18 

夢瀞海洋（七律二首）

61 t行宇宙（七律）一根据振裁尤・加加林和格・季托夫酉同志所述

t行情況

611031行将到来的新社会（双七律）一今日赤朕共戸党第二十二次代表通

近建没共戸主叉社会的新射領

611107十月共勉（七律）一床椅同志五十皮生日志感 （子莫斯科）

620124夢返金察思奈杯友（語体七抱）一夢中作

620131悲炊消（七挽）一氾夢返金察溜梅山水岸

620313此生

620624-27 

気候（七律） （子莫郊）

620803銀汲

6209 秋洪（七律）

6 2 I 1 反赤迷、核哉狂（悟体七律）一斥毛洋京利用加勒比海危机痰狂的

反赤挑故

6212 其父其子（七絶）一見影印除椅人先生涛酉妃及其子（留赤中大同
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学・被除済棠希害之除笈同志

6 21 2 淮兄淮弟（七抱）一見《人民画扱》介紹蛉南派随笹

6 2 《昆合雨后》 （七律）ー提高剣父先生画

630106‘‘大家改造作新人’' （語体）一題目力八十四歩的黄任之先生在政

切力七十方以上老人祝寿宴会上即席賦昔之末句

630122独路（七抱）

63春居之安（七律）

630320起来！中国人民！ー用最耳作又勇写避行曲（国歌曲）

630513林下夕阻（七抱）

63夏 第一介女宇宙英雄（悟体七律）一瓦恙・捷列什科娃同志

630725盛夏即景随箋

63 奈痛仇快的毛家射領

640107澳振笑淡（詩二首）

-1964年1月4日《人民日振》栽毛郭涛洞及毛詩郭注

640111堪笑止（警沫若）

一見損栽郭沫若力毛洋京的昔洞作文況明作注解等后写此 （子莫

郊）

6404 洞三首 （子莫郊）

640520花甲自勘（七律） ※明防4月9日

640520自勉（七娩） ※阻尻4月9日

640910志村神大面花

641217多念（七絶）

6503 太空人速（七律）一祀列昂諾夫同志走出t船工作子太空

650407旅雁（五娩）

650410悼柑床施同志

650825哀沫若

650825換炉照及其他（七律）

650826杞尤利畠斯・伏契克同志（七抱） （子莫斯科）

651002勉亮）し一子二十歩生日
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651226法宝“老三篇’' （悟体七絶五首）

6603 莫京三月（五律）一祀赤共第二十三次代表大会与毛洋京不派中共

代表団出席事

660404昇常（五娩）

6606 毛帯罪行之一例（七律）

6 6 070 I題七月一日《人民日扱》社玲（洞寄西江月）

一湊1966年7月1日《人民日扱》社沿《毛涌京思想万歩》随逹

660830所渭文化大革命（七言吾体） ※床椅配曲

660911杯沫若（夜）

6 6 1 2 独夫必敗（七律） （子莫郊）

661204如此毛鞘（語体七抱十首）

ー有美所渭“元戸附緩文化大革命’'見岡随感

6 7 0 211向英棟的越南人民致敬（悟体七抱）

67春 狂叫“反修’'之謎（悟体七絶）

67春 狂叫反赤之漣（語体七娩四首）

670701想念同志in（七~)ー中共成立四十六周年紀念日 （子莫郊）

67 党人模鞄（五~)一悼呉老玉章同志

680202侵越美写必敗（七抱）

680321念“溺呆’'（五言語体）

680411与友人淡《西滸氾》随等（七絶二首）

680528自嘲（随笹）

6805 春意（七律）

6807 夏杯(-) （七律）

6810 秋思（七律）

68 冬望（七律） ※阻厨12月

681208生死斗争（語体七律）ー病中生活果実（晨5吋不麻中）

6 8 1 214死有週憾（五言語体）一悼徐老特立同志

690330即事随感（七律）

690418心多力少（双七律）
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690516有志覚成（七律）

690524自遣（七律） ※阻尻4月初9日

690608春寒心暖（七律）

一春末感杯井志共戸党エ人党国保会汲在莫斯科挙行事

690619-t乙金寡（七律）一抄五十一年前私塾所作《金家寡》一汚有感

690629夢耶？真耶？一哀思奇和梓年 （夢中作）

690904南天璽粍一悼胡志明同志

69 09 24澳李白《沐浴子》廿后

691022毛家損刊合照一団扱后随培

691024燕娠之美（随笹）

691230“此之渭大丈夫”ー提ヤ休・布留洛夫酉迭及其介緒沿文（随笹）

700120夢見双奈

700128貞鶴冤

700402病中初岡春雨有感

700422涛六首：紀念列守百年生辰（吾体一首、七律四首、悟体七言ー首）

(1069年12月28日ー 1970年4月22作）

701011芍莉（二） （夜不痣中）

701016今年“+•一’'之毛洋京（随竜）

7010 “月球卒十六号’’自功姑月宮取土送旧赤朕氾事

70 重九佳市

701118“月球卒一号’’ー赤朕‘‘月球十七号”自功姑携帯月球卒在月球表

面行走井作科学試拾

710316晰床椅同志怜中医随氾

71春春凩

710322四大奇廿小賛（随竜）一夜与椅淡古廿

710322心力呈衰，真理必腔ー病衰感杯 （夜蘭不痣中）

7103 28経捨之淡

7105 ;"-1何毛洋水狂叫要避行思想和政治路銭的教育井抵制王明？

71 祝宋老床齢八十大寿
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7 I 題何老香凝画虎

711119梨草冬活

7 1 冬至

720403屯母見岡呆ー今日下午7吋半目缶床椅携台灯灯泡几乎触屯受淮随

感

720408夭叫苦

720504大公元私之人一悼念謝老党哉同志

7 2夏夏杯（二）

720809病豪

720824生活与生存（随砲）

721009患情

721016志仲尼暮年

721024臣卜尤

72秋美帝敗退越南

72秋 破傘孤僧一毛禅京自道也

7 2 越南抗美救国故腔

730729非不力也，是不能！

730801埃曹操《宣示孔融罪状令》 （随建）

730801埃曹操《短歌行》 （随建）

730829厩此是彼一怜沫若

730829指桑駕愧一淮沫若 （夜）

町寸＝ヌ寸瞑六ヌ寸

1 9 (-)所渭“絶対'’之対

2506 （二）追悼死薙烈士挽朕

65夏 （三）送毛涌宗対朕

72冬 （四）坪毛洋京悼除毅一朕

721202（五）抱対拭対(-)

55 （六）絶対拭対（二）
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